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　 平成26年度後期に行ったPBL形式を取り入れた

本授業について報告する。	


　 本授業は、共通教育においてキャリア教育科目

の１つとして位置づけられており、中でも「キャリア

実践科目」として、キャリア教育の要素を加味させ

ながら、授業内で受講生に何らかの実践を課すこ

とが求められるものであった。本年度の開講に当

たっては、平成24年度に続き、当プログラムの支援

を受けて行ったため、以下にプログラムのテーマで

あった「ふり返りの工夫」に焦点を当てながらその

授業成果を報告する。 	


　授業科目でPBLを導入する教員へ教材開発費・授業開発費を支援する「PBL教育支援プログラム」に、
2014年度は１0件が採択されました。本号では、シリーズ第7回として、鈴木英一郎先生（学生総合支援
センター）の「学生生活支援実践 」におけるPBL教育の実践報告を掲載します。	
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　「振り返りの工夫」について言及する前に、改めて

本授業の内容に関する概要を述べておきたい。本

授業は、「学生支援」をテーマとして、その背景に

ある考え方を理解した上で、様々な特徴のある学

生がいかに充実した大学生活を送るか、そのため

に同じ学生として自分たちに貢献できることは何か、

についてグループで検討し、それに基づく実践を

行なうことを課題としている。毎回の授業は、グ

ループディスカッションを中心に構成され、教員や

SAがその間、各グループを巡回し、適宜必要な助

言等を与えるようにした。実際の授業の手順、およ

び今年度の授業で実際に取り組まれた企画は、そ

れぞれ表1、表2のとおりであった。 	
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　 本授業では、毎回その回にグループで行った活

動、自身がその中で果たした役割、今後の活動に

向けての個人及びグループの課題等を振り返るた

めの「振り返りシート」を受講生各自に記入させた。

振り返りのポイントはその都度の「グループ活動の流

れ」と「グループの中で自身に与えられている役割

（メンバーからのニーズ）」がそれぞれ正確に把握で

きていることである。この「振り返りシート」は、提出の

必要はないが、期末に課すレポート作成のための

基礎資料として各自で保管させた。	


　 また、第4回、第8回授業（それぞれグループ毎に

その時点までの成果発表をする回に当たる）におい

て、受講生各自に「自己評価シート」を提出させた。

このシートでは、その時点までの自身の授業へのコ

ミットメントやグループ活動への貢献度について10

点満点で自己評価するとともに、その根拠および今

後その点数を上げるために必要なことについて記

入するよう求めた。このように、授業の最後だけでな

く、授業期間中においても何度か自身の取り組みに

対して振り返りの機会を作ることで、その後の授業に

もより積極的に取り組む必要があることを意識させた。

実際、第4回授業時の受講生の自己評価点の平均

は6.80点であったのに対して、第8回授業時の受講

生の自己評価点の平均は7.88点となっており、一定

の効果があったものと考える。 	
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　それ以外にも、先述の各成果発表の回では、他グ

ループの発表に対して各自コメントを記入させ、発

表後にそのコメントを回収し各グループへフィード

バックした。さらには、これを基にして、それまでのグ

ループ活動の振り返り、およびそれ以後の改善へと

つなげていくよう全体に指示した（最後の発表会で

は、グループとしての全体考察につなげるよう指示

した）。	


　 期末には、その集大成として各自にレポート課題

を課し、活動内容の詳細、授業を通して自身が身に

つけた（磨いた）と感じている能力やセンスの自己報

告とともに、「振り返りシート」と「自己評価シート」を

参考にして、最終的な自己評価と、貢献度の高かっ

た他メンバーへの評価を行った。	


　 本授業がねらいとしているところは「解が明確でな

い課題にグループで取り組む際に自身が貢献でき

るポイントについて気がつけるセンス」、あるいは「自

分のパフォーマンスを自分の言葉で振り返り、自分

なりに価値のある体験として意味づけられる能力」の

涵養である。また、これらは冒頭で述べたように、

キャリア教育（就業力の育成）という面からも十分資

する内容であると考える。これらを受講生に意識さ

せる機会として、個人単位とグループ単位の両面で、

かつ授業期間中も含む何度か、上記のような振り返

りを行ったことは一定の効果を果たしたものと考える。	


（鈴木  英一郎）	



